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はじめに 

 

今回のSV渡航は J-CaJaにとっ

ての、転換期であり、ターニン

グポイントとなることであろう。 

絶対的存在感でプロジェクトを

引っ張っていたボス平川成一、

そしてプロジェクトの中心であ

る四回生の卒業。 

PUC との関係性の強化。 

今後の活動を決めるため、また、これまでの活動を振り返るための調査。 

今後の活動を大きく左右する、大事な渡航となった。 

今回の渡航の成果を糧に、本プロジェクトの更なる発展を願う。 

 

文責：浦野                                                                        
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団体説明 

J-CaJa 

 

関西大学大学院社会情報学研究科 ICT 教育（久保田・黒

上）研究室が行っているプロジェクト。2011 年 3 月、“カ

ンボジア NGO 協働 Project”として発足。現在は、「J-CaJa

（＝Join-Cambodia & Japan）」と名を改め、｢小学生が学

校を辞めなくてもいいようにカンボジアの教育環境を整

える｣を目標として様々な活動を行っている。 

HP: http://cambodia-ngo-project.weebly.com/ 

 

 協力団体 

PUC (Pannasastra University of Cambodia) 

 

2000 年に設立された有名私立大学。国際交流にとても意欲的に

取り組んでいる。授業はすべて英語で行われており、実際に交流

した学生の全員が英語を流暢に話していた。シェムリアップキャ

ンパスと提携している。 

HP: http://www.puc.edu.kh/ 

 

EPS (Education for Population Support Foundation) 

 

カンボジア内務省から認められた教育支援 NGO 団体である。学

校現場へ物資の援助や奨学金の支援を中心に活動している。 

HP: http://epscambodia.weebly.com 

 

 

 

  

http://cambodia-ngo-project.weebly.com/
http://www.puc.edu.kh/
http://epscambodia.weebly.com/
http://cambodia-ngo-project.weebly.com/
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 院生 1 名、学部生 7 名の計 8 名がカンボジアに渡航した。 

     

関西大学総合情報学研究科 

平川成一 

関西大学総合情報学部 4 年 

角谷奈美 

     

関西大学総合情報学部 4 年 

末兼藍子 

関西大学総合情報学部 4 年 

曽利尭史 

                     

関西大学外国語学部 4 年 

大福聡平 

関西大学総合情報学部 4 年 

肥田紗加 
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関西大学総合情報学部 4 年 

増田珠水 

関西大学総合情報学部 3 年 

浦野友欣 

     

関西大学総合情報学部 3 年 

松本未夢 
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事前準備 

概要 

現地で活動する目的や目標、また活動内容の詳細や提携先の決定などを主に行う。 

 

方法 

週 2 回のミーティングで進めていく。現地の NGO 団体や大学とのコンタクト手段は

Skype や Facebook、E-mail を使用。 

 

期間別のミーティング議題 

 

以上の流れにより、現地での活動の詳細を決定した。 

  

渡航 1 ヶ月前 

今まで続けてきた活動の進退やこれからの指針についての

議論を繰り返していった。各活動の年間スケジュールを立

て、現地でどのように活動していくかを各担当者が決定し、

全員で議論していった。 

渡航 2 週間前 

活動の指針から詳細な内容へと議題は移る。担当者は活動を

しっかりイメージできる段階になる。そして現活動の問題

点、現地で起こりうる問題の解決策を議論していった。しか

しこの問題点が簡単に解決できない活動も現れ、議論は難色

を示す。またこの時期から恊働相手との打ち合わせも同時に

行っていった。 

渡航直前 

現地活動の企画書を作成し、それに基づき決定事項の確認を

行った。この時期には恊働相手との最終打ち合わせも終わ

り、各活動は分刻みのスケジュールを決定している段階であ

った。 
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連携先とのアレンジ 

団体紹介にて記述した現地連携先とは、渡航の際の重要な活動パートナーとして事前に

情報を共有していった。またより詳細なスケジュールについては現地で決めることもあ

った。 

 

 EPS PUC 

10 月 
プノンペン訪問 

Thearom とのミーティング 

 

11 月 

Thearom とのミーティング 

カンボジアでの現地調査 

(Kiri Meanun、Omiya 小学校訪

問、フィールドサイト訪問) 

活動助成金申請 

12 月 小学生への奨学金授与 

1 月上旬 
Re-Book プロジェクトの活動資金

検討 

1 月中旬 

Omiya 小学校の学校情報の入手 

Re-Book プロジェクトのスケジュ

ール検討 

渡航メンバー、期間、滞在先の要望共

有(E-mail) 

1 月下旬 
Re-Book プロジェクトの活動資金

確定 

渡航メンバー、期間、滞在先の確定 

活動内容共有(E-mail) 

2 月上旬 
Re-Book プロジェクトのスケジュ

ール確定 

Skype ミーティングにて詳細な活動

内容詰め 

現地にて活動スケジュール確定 
2 月中旬 

Re-Book プロジェクトの評価シー

ト作成 

渡航直前 Thearom との活動の最終確認 

 

文責：角本、中川 
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 現地では以下のようなスケジュールで活動を行った。 

日程 主な活動 連携先/場所 

2 月 26 日 プノンペン到着 

ひろしまハウス訪問 

プノンペン 

2 月 27 日 バスにてシェムリアップへ移動 

ウェルカムパーティー 

シェムリアップ 

PUC/PUC キャンパス 

2 月 28 日 山本学校訪問 

プレゼンテーション、 

交流学習についてのディスカッション 

PUC/山本学校 

PUC キャンパス 

図書研修 1 日目 EPS/Omiya 小学校 

3 月 1 日 Kok Chan 小学校での活動 PUC/Kok Chan 小学校 

図書研修 2 日目 EPS/Omiya 小学校 

3 月 2 日 Reading Club、Dance Club への参加 PUC/モックネヤック小

学校 

図書研修 3 日目 EPS/Omiya 小学校 

3 月 3 日 Omiya 小学校図書館開設セレモニー 

Omiya 小学校、KiriMeanun 小学校にて 

図書に関するワークショ

ップ 

EPS/Omiya 小学校、 

Kiri Meanun 小学校 

3 月 4 日 モックネヤック小学校調査 

ディスカッション 

PUC/モックネヤック小

学校 

PUC キャンパス 

3 月 5 日 Pouk 小学校調査 

ディスカッション 

PUC/Pouk 小学校 

PUC キャンパス 

3 月 6 日 ABC and Rice 訪問 

リフレクション 

PUC/ABC and Rice 

PUC キャンパス 
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現地での活動内容
 

 



NPO 法人「ひろしまハウス」への訪問

概要 

・NPO 法人「ひろしまハウス」への

訪問 

・日時：2 月 26 日 13:30～ 

・参加メンバー：大福、曽利、増田、

松本、末兼、角本、 

        浦野、肥田 

活動目的 

J-CaJa での活動の 1 つである図書館

プロジェクトと類似した活動を行っ

ている団体であるため、自身の活動に

活かせる事ないか、また、共に活動し

ていける事はないかを探ること 

 

活動内容 

活動初日、メンバーはプノンペンに

到着し、NPO 法人「ひろしまハウス」

への訪問を行った。 

スタッフであるサカダーさんの案

内のもと、まず 1 階部分にある教室を

見学した。この教室での授業はストリ

ートチルドレンに向けて行われてお

り、算数やクメール語などの授業が学

年ごとに分かれて行われていた。その

後 2 階部分へと移動し、図書館の見学

を行った。ひろしまハウスの絵本はほ

とんどが日本の絵本で構成されてい

た。日本で集められた子供向けの絵本

をカンボジア日本語学校卒業生によ

り翻訳され、開館するまでに至ったと

いう。 

最後に3階部分にある展示会場を見学

した。ここでは、時折子どもたちが描

いた絵の展示や、様々な写真の展示会

が行われている。ここで案内人である

サカダーさんが受け持つ授業が始ま

るということで、訪問活動を終了した。 

 

成果 

まず 1 つ目に、絵本の翻訳の方法に

ついて考え直す機会が生まれたこと

である。J-CaJa で寄付を行った絵本

は翻訳した英語とクメール語を付箋

に手書きした後に貼り付けていた。し

かし、ひろしまハウスの絵本は手書き

ではなく印刷文書を利用し、見栄えに

も気を配っていた。ここから、絵本に

対して興味を持ってもらうには翻訳

した言語の貼り方にも問題があるの

ではないかと考えた。翻訳部分が綺麗

に書かれていると、読みたいという気

持ちを持たせることが出来るのかも

しれない。また、クメール語を勉強中

である子どもたちに対し正しく綺麗

なクメール語を見せ、学びに繋げるこ

とが出来るのではないかという意見

が上がった。 

2 つ目は、寄付を行う日本の絵本に

おける“日本語”の存在意義に関して
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考える機会が生まれたことである。ひ

ろしまハウスに在る日本語の絵本は

日本語の部分がクメール語の翻訳に

より隠されていた。J-CaJa で寄付を

行った絵本は日本語という文化に触

れることも大事ということで日本語

部分を残していた。しかし、農村部の

子ども達はひろしまハウスの子ども

達の様に日本について勉強している

訳ではない。ならば、日本語の部分は

必要ないのではという意見が出た。ま

た、活動内で日本の絵本は人気がある

のかという問いに対し○○さんから

「人気である」という答えが返ってき

た。その要因としてほとんどが日本語

の絵本で構成されている事、また日本

語を学習する教室も開かれており、普

段から日本への親近感がもたらした

ものであるように考える。自身が寄付

を行った小学校とは状況からして大

きな違いがある。 

この先、日本の絵本の寄付を行って

いくのであれば、このような点につい

て、渡航メンバー・日本滞在メンバー

で話し合っていく必要がある。 

 

反省と展望 

ひろしまハウスは日本語を教えて

いる団体であり、また日本からの支援

により成り立っており、日本と言う存

在は近しいものとなっている。このこ

とから、もしプノンペンで活動するこ

とがあれば、交流学習における意味づ

けも行いやすく両者のメリットも見

えてくるので交流団体としては最適

であると考える。 

 

文責：肥田 
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Kok Chan 小学校での交流学習

概要・活動目的 

 奥坂小学校の児童達が作成してく

れたポストカードを Kok Chan 小学

校の児童達に送り届け、そしてその児

童達からの返信ポストカードを受け

取り奥坂小学校の児童達に無事渡す

ことで、一連の交流学習の完結を目的

とする。 

 

活動内容 

午前中は、私達と PUC 学生、そし

て Kok Chan 小学校の児童達とアイ

スブレイキングを行った。いくつかの

クラスに分かれて、クメールダンスや

歌を唄った。その後は、Kok Chan 小

学校の児童達が、奥坂小学校の児童達

に向けてのポストカードを作成した。

内容項目は、名前、好きなことなど簡

単なプロフィールである。そして、午

後からは、ガイドブック作成である。

テーマ(寺院・トンレサップ湖など)は

事前に、PUC 学生と KokChan 小学

校の児童達が話し合って決め、当日は

そのテーマ別のグループごとに分か

れて作成していった。 

 

成果 

 Kok Chan 小学校の児童達にポスト

カードを贈呈出来たことと、その児童

達が一生懸命ポストカードとガイド

ブックを完成させてくれたお陰で、も

うすぐ卒業してしまう奥坂小学校の 6

年生のみんなに、無事ポストカードを

渡すことが出来た。 

 

反省と展望 

 反省点としては出したくないが、準

備不足で内容の詰め込みの甘さが表

れた日だった。具体的には、前日に話

し合った内容と違った部分があり、ム

ービーを流すことが出来なかった。ま

た、最初のアイスブレイキングで学年

によって理解度がだいぶ違った。今回

の Kok Chan 小学校での活動は、現場

に行って初めて知ることがたくさん

あったので、これから交流学習を行っ

ていく上で、そういった面を事前にき

ちんと話し合い、お互いにとってメリ

ットがあり、スムーズに進めていける

ような活動を行っていきたい。 

 

(完成したポストカードを掲げる児童達) 

文責：松本
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Re-Book ~Omiya 小学校~

概要 

 Omiya 小学校への図書館の設置

と絵本の導入 

・ 教員を対象とした図書館運

営に関する研修の実施 

・ 図書館のオープニングセレ

モニーの開催 

・ 児童を対象としたワークシ

ョップの実施 

活動内容 

 図書研修 

 図書館設置後、効果的な運営がなさ

れるために、教員を対象とした図書館

運営に関する研修を実施した。研修内

容の詳細は別資料を参照。 

 オープニングセレモニー 

 Omiya 小学校図書館会館を記念し、

オープニングセレモニーが行われた。

EPS 代表の Thearom、教育省役員の

Malay、Omiya 小学校校長、コミュニ

ティの代表と共に、J-CaJa メンバー

は実施者側として出席した。Omiya

小学校の児童だけでなく、児童の家族

も式に参加し、図書館の開館を祝った。 

 ワークショップ 

 大きな画用紙に児童達の手形を集

め、図書館に飾ることで、児童一人ひ

とりが図書館に愛着を持ってもらう

ことを目的とした。またそれにより、

児童の図書館利用の動機付けが促さ

れることを狙いとした。 

 

成果 

 コミュニティを巻き込んだ活動 

 研修、セレモニー、ワークショップ、

それぞれを通してコミュニティを上

手く巻き込みながら実施することが

できた。例えば研修では、教員だけで

なく村長や村の教育責任者も参加し、

セレモニーやワークショップでは、児

童だけでなく家族や僧侶なども巻き

込みながら実施することができた。 

 図書研修内容の把握 

 担当者（大福）が図書研修を３日間

通して参加したことで、研修内容や研

修の流れを細かく把握し、記録するこ

とができた。 

反省と展望 

 図書館運営フォローアップ 

 前回図書館を設置した Kiri 

meanun 小学校（Kiri）同様、図書館

が適切に運営されるためのフォロー

アップを行う。しかし、Kiri で実施し

た毎月の報告書の形とは違い、明確な

評価規準を定め、それに沿った評価を

行う形で実施する。評価規準表は、今

回 Kiri にて実験的に実施した図書館

評価（下記参照）で使用したものに基

づき作成する。     文責：大福
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Re-Book ~Kiri Meanun 小学校~

活動１ ワークショップ 

活動内容 

 時計教材ワークショップ 

 三島高校国際交流部が作成した時計教

材を用いて、児童が時計の読み方を学ぶ

ことを目的としたワークショップを行っ

た。現在の時刻や起床時間を訪ねる質問

に、児童が時計を合わせて答えるという

流れで行った。ワークショップ後、時計

教材を贈呈した。 

 三島高校国際交流部の部員紹介 

 教材作成を実際に行った三島高校生を

紹介することで、支援がどのような人か

らされていたのか、児童や教員に知って

もらった。 

 翻訳絵本の贈呈 

 三島高校生が翻訳した絵本を贈呈し、

新しい図書として図書館に導入した。 

成果 

 三島高校生が作成した教材、翻訳した

絵本を導入できた。 

課題と展望 

 教材作成の際に事前にニーズ調査を行

っていなかったため、児童達にとって効

果的なワークショップが行えなかった。

今回の結果や児童の反応を三島高校に報

告し、ニーズ調査の重要性、支援の難し

さを伝えていく必要がある。この事例を

切り口に三島高校生と国際協力について

考えていく。 

活動２ 図書館運営評価 

活動内容 

 評価項目について、図書館の様子や教

員の行動、または記録などを見てルーブ

リックに当てはめながら評価した。評価

項目で測りきれない情報は、インタビュ

ーにより補った。※ルーブリックによる

評価、インタビューの結果は別資料参照。 

成果 

 ルーブリックに従い、図書館の現状を

評価することができた。全体的に高い評

価となったが、本の状態、コミュニティ

を巻き込む仕組み、新しい本を導入する

システムに課題が見られた。 

 また、評価内容を校長にフィードバッ

クし課題を共有した。今回の課題を踏ま

え、今後図書館を運営する中でどのよう

な点に気を付け、どのような運営を目指

していくべきかということを議論した。 

課題と展望 

 評価規準表やインタビュー項目の見直

しが課題である。今回の評価結果を踏ま

えてOmiya小学校図書館の評価規準を作

成する必要があるが、その際に EPS や教

員を巻き込み、評価基準を設定すること

で、より評価される側の理解が得やすい

評価が可能になると考えられる。 

文責：大福
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プレゼンテーション

 

活動概要・目的 

新メンバーが多く加入したという

ことで、私達の団体について理解して

もらうのと、今後も関係を強化しなが

ら、ずっと繋がっていけるようにとい

う意を込めて、私達は改めて PUC 学

生に J-CaJa についてのプレゼンテー

ションを行った。 

 

活動内容 

 末兼・松本は PUC の学生の前で

J-CaJa についてのプレゼンテーショ

ンを行った。プレゼンテーションの内

容としては、ヴィジョン、今までの活

動内容、今後の PUC との関係性など

を主に話した。またプレゼンテーショ

ン後に、質問の機会を設け、二つのグ

ループに分かれて、ディスカッション

を行った。 

 

成果 

 最後まで練習を重ねたことで、伝え

たいことを伝えることが出来た。また、

プレゼンテーション後に行われたデ

ィスカッションでは、旧メンバーが新

メンバーにに対して、J-CaJa の説明

を熱心にしてくれたり、中心に立って

いてくれて、SS の成果を身をもって

感じた。 

 

反省と展望 

 新メンバーが多かった為か、プレゼ

ンテーション後のグループに分かれ

ての質問タイムの時に、「そもそもヴ

ィジョンは？」、「Re-Book って何？」

という質問をされた。旧メンバー達は

理解してくれたが、新メンバーにとっ

ては少し難しい内容だったのかもし

れない。今後は新メンバーとの活動が

メインになってくるので、もっと連携

を強めていき、お互いに理解しあえる

活動を行っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文責：松本 



 

 

ディスカッション

活動背景 

 J−CaJa との連携をきっかけに、

PUC 学生は独自のプロジェクトをい

くつか立ち上げている。その中でダン

スクラブやバイキングクラブなどは、

日本で言うクラブやサークル活動の

要素が濃いのではないかと、渡航前の

J-CaJa メンバーの考えがあり、今一

度、お互いのプロジェクトに対する意

識を擦り合わせようと言う考えのも

と、このディスカッションを行った。 

活動目的 

 J-CaJa と PUC 学生による恊働プ

ロジェクト発足を見据え、「プロジェ

クトとはどういったものであるべき

か」を議論し、互いの認識を理解する

ことで、J-CaJa の考えるプロジェク

トのあり方を PUC に伝える。 

活動内容 

 ディスカッションの流れ 

プロジェクト運営をするにあたり、自

分の中で何を核として活動するのか、 

①自己実現 

②利益(見返りとしてお金や信用など) 

③社会貢献 

の三つの内から、最も重要だと思うも

のを各自が選び、自らのプロジェクト

活動と照らし合わせて発表し、共有し

たのちにディスカッションを行った。 

 ディスカッションの内容 

- J-CaJa メンバーだけでなく、PUC

学生の多くが上記の③を選択した。少

数だが①を選択した学生もいた。 

→①②が間違いという訳ではなく、最

終的なゴールは③であり、ファースト

ステップの違いである。 

(例)High school for community はス

キル獲得を目指すプロジェクトであ

るが、最終的にはそのスキルを社会貢

献として生かすことを目的としてい

る。 

- バランスを考える必要がある 

→どれか一つに重点を置きすぎても

良いプロジェクトにはならない。 

(例)ゴミ拾いプロジェクトは、社会貢

献にはなるが、①の学生の学びや②の

利益は少ないのでは？ 

成果 

 J−CaJa は Global Issues を解決す

る為に活動している、つまり③に重き

を置いて活動していることを伝える

ことができた。 

反省と展望 

 プロジェクトとして重要なこと

とプロジェクト活動を行う上で

個人として重要視するもの、にズ

レが生じた。 

 議論に積極的な旧メンバーとの

信頼関係の確認ができた。 

文責：浦野 



 

 

リフレクション 

概要 

ＳＶでの活動を振り返り今後の展望

についてディスカッションを行う 

 

活動目的 

・ディスカッションでの内容を振り返

り交流学習においての展望を考える 

・年間スケジュールを作成し、今後の

連携方法について話し合う 

 

活動内容 

①コックチャン小学校での活動を振

り返り、交流学習についての意味づけ

についてディスカッション 

 

②交流学習の活動案について意見を

ブレスト 

年間計画、連携方法についてディスカ

ッション 

成果 

・どちらのグループも未完成ではあっ

たが年間計画を作成できた。 

・連携方法についてフェイスブックで

のグループ、ＬＩＮＥで連絡をとるな

ど具体的なところまで決定した 

・ＰＵＣ側とＪ－ＣＡＪＡ側で交流学

習についての責任者を決定したこと

で今後の連絡がスムーズになった 

・ディスカッションを通してＰＵＣ学

生の本音が聞けた 

反省と展望 

反省 

・ＰＵＣ学生の中でモチベーションの

差があったためディスカッションに

積極的でない人もいた 

・Ｊ－ＣＡＪＡメンバーの中で意味づ

けが十分にできていないためＰＵＣ

側の意味づけも薄いものとなった 

展望 

・Ｊ－ＣＡＪＡで話し合い年間計画を

作成する 

・作成した年間計画を元にＰＵＣ学生

と今後の交流学習について決定して

いく 

文責：増田 
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訪問団体紹介
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ひろしまハウス 

 

 

概要 

「ひろしまハウス」は原爆の焦土から立ち上がった広島市民を中心として、平

和を愛する人々によってカンボジアのプノンペンに建設された交流施設である。 

 

目的・ミッション 

「ひろしまハウス」を希望と平和を象徴する建物とし、ここを拠点に、カンボ

ジアの人々と交流して様々な活動を展開すること。このことが戦争のない平和

な世界を作る一歩となると考えている。 

 

活動内容 

多くの広島市民が資金集めやレンガ積みに参加し、着工から 11 年後の 2006 年

に「ひろしまハウス」が完成した。現在、1 階で日本国際社会事業団と共同で子

どもたちの教育や給食事業を行い、2 階で子ども図書館を運営している。今後、

さらに 3 階、4 階で原爆被害の展示や図書室の開設などを計画している。 

 

参考となった点・J-CaJa との連携 

２階の子ども図書館にはクメール語に翻訳された日本の絵本が約 900 冊おいて

あった。ひろしまハウスではクメールの絵本よりも日本の絵本の方が人気だそ

うだ。というのも、絵のクオリティーが高いというのと、日本語が書いてある

部分にクメール語の印字された紙をきれいに貼って読みやすいように工夫がさ

れているからである。 

文責：末兼 

連絡先 

所在地: Onalom Pagoda, St.13, Sangkat 

Chey Comneas, Khan Doun 

Penh, Phom Penh Cambodia 

電話番号: 011-753-775 

HP: http://hiroshimahouse.com 
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山本学校 

 

 

 

概要 

団体の簡単な説明 

 

 

目的・ミッション 

団体の活動目的 

 

 

活動内容 

団体の活動内容 

 

 

参考となった点・J-CaJa との連携 

なにかあれば！ 

 

 

 

 

 

文責：○○ 

  

連絡先 

所在地:  

 

電話番号:  

HP:  



 

25 

 

ABCs and Rice 

 

概要 

 この団体は現在、ボランティアとドナーからの援助に大きく依存しており、

約 180人の学生を支援している。また、私達のような学生や、英語を教えられ

る人を世界中から受け入れている。 

 

目的・ミッション 

 子供達を教育して知識を与えることで、貧困の連鎖を断ち切ろうという目的

を掲げる。また、この団体が考える使命は、世界的な意識と貧困の連鎖に巻き

込まれる人々の窮状について、役に立つ力を活性化することである。 

 

活動内容 

 主な活動内容として、カンボジア国内の貧困家庭に生まれ、学校に通うこと

が出来ない子供達を対象として、計画的なカリキュラムのもと、その子供達に

英語とクメール語で無償教育を行っている。 

 

参考となった点・J-CaJa との連携 

 私達は ABCs and Rice にミューズ小学校の交流先の相手として訪問した。

訪問理由としては、英語に力をいれているという点が共通しており、児童達が

直接交流出来るという利点があるからだ。そこで、私達は先生の前で交流学習

についてのプレゼンテーションを行い、積極的なアプローチをした。先生達の

反応は良く、今後の交流相手として深く繋がっていけそうだ。 

文責：松本 

  

連絡先 

所在地: 不明 

電話番号: ＋855 (0)77 707 514 

HP: http://abcsandrice.webs.com/ 
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フィールド調査結果
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Re-Book プロジェクト調査 

調査の目的 

 

 

調査対象校 

1. KiriMeanun 小学校 

 

1. KiriMeanun 小学校 

調査対象校の概要 

所在地:  

校長名:  

教員数:  

生徒数:  

 

調査結果 

 

 

調査から見えたこと 

 

 

反省と展望 

 

 

 

 

文責：○○ 
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小学校調査 

目的 

 J-CaJa のフィールドであるシェムリアップ周辺の小学校を調査することで、

地域のニーズを見いだし、J-CaJa の活動へのヒントとする。 

活動の流れ 

1. モックネヤック小学校での調査 

2. PUC 学生とのディスカッション 

3. Tveas小学校での調査 

 

1. モックネヤック小学校での調査 

 事前に作成したインタビュー項目を使用し、教員と児童を対象とした調査を

行った。調査内容・結果は別ページ参照 

[調査結果からの考察] 

 児童と教員のコミュニケーションは積極的でない 

 子どもたちには「なんでも聞いてね」と伝えているが、ほとんど子どもたちから

先生へ話しかけない 

 先生は休み時間も校務をしており忙しそうに見えるため 

 児童にとって先生は絶対的な存在で恐れているため 

 子どもが学校に来なくなったときのみ、家庭へと訪問して働きかけるようにし

ている 

 

2. PUC 学生とのディスカッション 

 モックネヤック小学校での調査を振り返り、次回調査に向けて PUC 学生と改

善点等を話し合った。 

[課題と改善点] 

 調査で明らかにするべきことを絞る 

→J-CaJaのビジョンを踏まえ、「退学の原因を明らかにする」ための調査を行う 

 考え得る退学の原因を PUC学生と共に分析 

児童が退学する原因は全て「欠席」に繋がる。「欠席」が続くことにより、勉強につ

いていけなくなったり、先生が怖くなってしまい学校を退学してしまう児童が多い。

「欠席」の理由を明らかにすることが、退学の原因を探る方法として有効である。

「欠席」をする理由は、大きく「家族」「コミュニティ」「学校」の 3つにカテゴライズさ
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れる。 

「家族」…お金が必要で子どもに出稼ぎにいってもらわないといけない 

「コミュニティ」…ゲームやドラッグが在り、それに子どもたちが夢中になってしまう 

「学校」…先生にスキルがなく子どもたちをモチベートできない 

 そして上記の 3つの項目も「個人的な要因」と「社会的な要因」に分けられる 

（その中で「コミュニティ」に対しては、普段は働いているためなかなか時間がとれ

ずインタビューをするのは難しい。） 

 

図.１ 

 

 調査方法に関する課題 

 質問の方法・対象 

 児童に対してはもっとわかりやすい質問にしないと答えにくい 

→しっかりとした返答を得やすいこと、退学率が問題になるのは高学年で

あることを踏まえると、4 年生以上の児童に絞ってインタビューを行うやり

方もある 

 先生に対してはよく考えて質問をしないと本音が聞けない恐れがある 
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→先生によって性格も違うので、直接的な言葉で聞くのか、間接的に聞く

のか臨機応変な対応が必要 

 調査の対象が曖昧である 

→調査の目的を明確にし、例えば対象をカントリーサイドの学校などに絞る 

 時間 

 短い休み時間の間に何人もの人に対してインタビューするのは難しい 

→「授業中に行うのはどうか？」という意見が PUC 学生からあったが、こ

れは子どもたちが学ぶ機会を邪魔していることになるので J-CaJa として

は賛成できない。単純な質問をできるだけ絞ってインタビューを行う 

[新しい質問項目の作成] 

 上記の課題と改善点を踏まえ、翌日の調査で使用する質問項目を作成した。

質問項目は別ページ参照。 

 

3. Tveas 小学校での調査 

 モックネヤック小学校での調査、その後のディスカッションの内容を踏まえ、

二度目の調査を行った。調査内容・結果は別ページ参照 

[調査結果からの考察] 

 タイへの出稼ぎが主な退学理由となっている 

 複数の児童・教員からタイへの出稼ぎを理由に退学した児童がいたと

いうインタビュー結果が得られた 

 将来の選択肢が少ない 

 ほとんどの児童が小学校または中学校を卒業した時点で、親の仕事（主

に農業）を手伝いたいという将来の夢を持っていた 

 具体的な職業として挙げられたのは、先生・医者 

 

課題・展望 

 質問項目の更なる改善 

 事実を色々と断片的に知ることができたが、これから何を読みとることができ

るかが問題になってくる 

→読み取れるものが少ないのならばもっと質問項目を変えていく必要もある 

 PUC学生によるプロジェクトの立ち上げ 

 正確なデータとして調査結果を信頼できるものにするためには、ある
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程度の調査の数を確保しなければならないが、J-CaJa が調査できるの

は 1 年間で渡航する 2 度だけである 

→J-CaJa が日本にいる間に PUC 学生に協力してもらいニーズ調査を行っ

てもらうために、「ニーズ調査プロジェクト」を PUC で立ち上げてもらう

という案がある。そのためにはしっかりとした PUC 学生のメリットを提示

する必要がある 

 協力相手（調査対象校）への配慮やメリット 

 今回調査を実施したが、対象校への実質的なメリットは考えられてい

なかった。教員の時間を割くことだけでなく、授業の妨害や援助の期

待を招くことにもなり得る 

→調査される側のメリットをしっかり考え、また調査の相手には J-CaJa と

して何を目的に調査を行っているのか、調査結果をどのように生かす予定

であるのかをしっかり伝え、活動を理解してもらった上で実施する必要が

ある 

 

文責：大福 
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ミーティングの記録
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1 日目 (2 月 26 日) ミーティング記録 

 

議題 

1. 活動の振り返り 

2. 明日のスケジュール確認 

3. ひろしまハウス訪問について 

4. 会議後の作業について 

 

1. 活動の振り返り 

8：00 プノンペン 到着 

9：00 朝食(プノンペン空港) 

11：00 ゲストハウス「Capitol」到着 

13：30 ひろしまハウス 訪問 

15：00 昼食 

17：00 Meeting 

 

2. 明日のスケジュール確認 

7：30 朝食(希望者のみ) 

8：15 ゲストハウス 出発 

8：30 バス乗車、Siem Reap へ 

14：30 Siem Reap 到着予定 

16：00 Welcome Party 

 

3. ひろしまハウスの訪問について 

＜翻訳された絵本を見ての意見＞ 

・翻訳した言語の貼り方の問題もあるので

はないか 

‐翻訳部分がキレイに書かれていると、

読みたいという気持ちを持たすことが

出来るのでは？ 

・ひろしまハウスの絵本は日本語の絵本を

翻訳したものが大半であった。しかし、

日本語の部分は隠されてあった。 

‐Kiri の小学校に寄付した絵本につ

いては、日本語という言語も大事と

いうことで日本語部分を残してい

たが、児童たちは日本について学習

しているわけではない。いらないの

では？ 

 その環境に合った翻訳が必要であ

る。 

＜感想＞ 

・実際に指導している所が見たかった 

・運営は現地人のみで行っていたが、お金

の部分は日本の団体に頼っている 

・活動の効果・目的が曖昧 

・近所の人たちも図書館の本を閲覧するこ

とが可能である 

・日本語を勉強している団体であるので、

交流学習の意味付けはしやすそうな感じ

であった(もし、シェムリアップにあった

ら･･･) 

 

4. 会議後の作業について 

＜パワーポイントの作成＞ 

・J-CaJa 紹介(末兼、松本) 

・Disscusion(浦野) 

・リフレクション(増田) 

・ABC＆Yamamoto School(肥田) 

 

文責：肥田



 

 

2 日目 (2 月 27 日) ミーティング記録 

議題 

1. 本日の活動内容 

2. 明日のスケジュール確認 

3. 賢一先生指令の活動報告について 

4. J-CaJa 紹介のパワポ練習 

5. Yamamoto School では何を行うか 

 

5. 本日の活動内容 

7:30 朝ごはん 

8:30 バスに乗車、シェムリアップへ 

16:00 シェムリアップ到着、Dream Villa

へと向かう(成一さん･曽利と合流) 

16:30~ Welcome Party 

18:30  晩ごはん 

20:00 大福：テアロムとの Meeting へ 

他メンバー：ナイトマーケットへ 

22:00 Meeting 

 

6. 明日のスケジュール確認 

6:30 大福と曽利は Omiya 小学校へ 

7:00~ 朝ごはん 

7:50 Dream Villa 前に集合 

8:00 Yamamoto School を訪問 

9:30 Schedule orientation 

‐末兼＆松本の J-CaJa 紹介 

11:30 Lunch 

15:30 Kok Chan 小学校への準備 

(※正装:シャツと黒のパンツ) 

 

7. 賢一先生指令の活動報告について 

担当：曽利、浦野 

‐毎日、その日の活動内容をまとめて

FacebookのJ-CaJaページに写真と共

にアップする事 

 

8. J-CaJa 紹介のパワポ練習 

＜発表内容に対する意見＞ 

曽利：Vision を説明した後に･･･今行っ

ている3つの活動がどうVisionに

繋がっているのかが見えてこない。

それなら、この前、純太達が報告

会で発表した内容を持ってくれば

いいのではないか？ 

松本：今回は PUC の方にプレゼンする

から、PUC と協同したら、こんな

こ とが出来るよねという提案に

重きを置いているので、そこまで

堀り下げて Vision に繋げる必要

はないと考えている 

増田：上から目線の英語ではないか 

平川: 

・全体的に作り直すのがいい。 

・Vision と活動の繋がりが全く見えて

こない 

→Vision をオブラートに包んでみ

てはどうか。例えば、教育改善を

行う事が出来るための模索を行

うなどに収める等(カンボジアの

学生と一緒にしようっていうス

タンスのものでないと、学生もい

い思いはしないのではないか) 

・パワポ自体が見にくい(図が分かりに

くいし、写真を入れた方がいい) 
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・最初から最後までの流れは良い 

・丁寧に説明しないといけない部分と、

そうでない部分を分けて作ってい

くのがいい 

・なぜ、今回渡航してきたのかという

説明が成されていない。今回何をし

ないといけないのかということを

主において話を進めること 

 

9. Yamamoto Schoolでは何を行うか 

担当：角谷、松本 

 ・先生を対象に交流学習に対するアプロ

ーチを行う 

 

※全員で行く必要はないのでは？ 

  ‐担当以外のメンバーは、小学校訪問

などを行えば、時間を有効活用出来る。し

かし、明日いきなり小学校に行きたいとい

うのは現実的に厳しいので、Ymamoto は全

員で訪問し、ABC and Rice への訪問時に

ABC 組と小学校訪問組に分かれたいと

PUC に提案すること 

文責：肥田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

3 日目 (2 月 28 日) ミーティング記録 

 

議題 

1. 活動の振り返り 

2. 明日のスケジュール確認 

3. Yamamoto School の訪問報告 

4. Disucussion について 

5. 明日のコックチャン訪問について 

 

10. 活動の振り返り 

6:30 大福と曽利は Omiya 小学校へ 

7:00 朝ごはん 

8:00 【角谷・浦野・増田・成一さん】 

Yamamoto School へ 

【末兼・松本・肥田】 

J-CaJa 紹介のパワポ最終調整 

10:00 ・Schedule 確認 

・「交流学習」に関する Disuccsion  

12:00 昼食 

13:00~ 休憩 

15:00 ・パワポ発表 at PUC 

・コックチャン小学校での

Activity 準備 

18:00 夜ご飯 

21:00 成一さん出発 

22:00 Meeting 

 

11. 明日のスケジュール確認 

7:30 ・大福・浦野は Omiya 小学校へ 

・他メンバーは朝ごはん 

8:30 コックチャンへ出発 

 コックチャンで Activity 

12:00 Lunch 

14: 00  

 

・コックチャンで Activity 

・肥田、松本、末兼は途中で ABC

へ出発 

16:00 ・コックチャンは継続して活動 

・ABC に訪問 

 

12. Yamamoto School の訪問報告 

・先生方へ提案を行ったところ、交流学習

に対して歓迎的ではあった。来年度は先

生が変わるが、年間計画を作成すれば、

上の担当に話を通してもらえるとのこと 

・過去に違う学年ではあるが、交流学習(手

紙交換？)の経験がある 

＜課題点＞ 

・6 月の時点では日本語学校の生徒はあま

り日本語を話せないため、最初の頃は充

分な交流は出来ない可能性がある 

 

※ネットが普及し次第、先生方に挨拶メー

ルを送る 

 

13. Discussion について 

・最初に成一さんが導入として、日本にお

ける交流学習の位置づけについて紹介し、

その後 2 グループに分かれて話し合いを

行った 

＜Discussion 項目＞ 

‐How(そんな交流学習の方法がある

か？) 
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‐カンボジア児童達の交流学習における

benefit 

 

【Group1(成一さん、松本、浦野、末兼)】 

・Nara からの質問 

①「カンボジアの benefit はと言うが、

日本側の benefit は？」 

‐日本人側、答えられず 

‐成一さんの提案 

：日本のメリットは、カンボジ

アの Image が“Poor”とい

うものが強いが、そのイメー

ジを払拭させることが出来

る 

②「なぜ、小学校にこだわる？中高

生の方が生徒のコントロール

が容易であるし、PC の問題も

克服できる可能性が高い」 

‐Vision からは離れてしまう 

 

・How(どのような方法で交流学習

が出来る？) 

‐HP や Facebook を使用 

→ネット環境の問題 

‐郵便(ポストカード)など 

→年に 2 回の渡航では成

果に繋がらない 

→Movie の場合は物理的

に難しい 

 

【Group2(角谷、増田、肥田)】 

・Movie や Picture が最も良い方法 

・Skype は厳しい。また、絵を使用

しての交流も普段の授業に“美術”

が含まれていないため描いてもら

うことは難しいかのしれない 

 

5.コックチャンでの活動について 

・アイスブレイキングでは「竹の子ニョ

ッキッキ」を行う 

・午前中はポストカード、午後はガイド

ブック作り 

・DVD は 4 クラスあるため、4 台のパソ

コンを使用して各クラスで上映 

文責：肥田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

4 日目 (3 月 1 日) ミーティング記録 

 

本日のスケジュール確認 

8：00 コックチャン到着 あいさつ 

9：00  アイスブレイキング 

11：00 ポストカード作成 

12：00 昼食 

13：00 休憩 

14：00 ポストカード・ガイドブック作成 

16：00 ポストカード・ガイドブック完成 

17：00 PUCにて翻訳 

 

 情報共有 

＜図書研修組＞ ９時～16時 

◎感想 

・コミュニティを大事にしていた。また、

児童達の絵本に対する興味関心はすご

かった。（浦野） 

＜コックチャン小学校組＞  

◎感想・反省 

・ガイドブックでは PUCの生徒がテーマ

を決めてコックチャンの生徒が書き写

すだけだった。もっと連携を深めてい

ってコックチャンの生徒がテーマを決

めたりできれば活動の意義ができるの

では？また、今後の活動内容を考えな

おせたらコックチャンでも活動できる

のでは？(末兼) 

・一年間通った奥坂での活動を簡潔でき

て感無量。ポストカードは増田 角谷

で持って帰る。(角谷) 

  ・アイスブレイキングが準備不足で、ム

ービーが時間なく見せれなかった。 

  そこでアイスブレイキングの時間をム

ービー鑑賞にあてればよかった 

   →事前の予定確認などもっとつめて

おくべきだった。(松本) 

・ポストカードを完成出来てよかった。

奥坂の感想など反応は後日共有する。

しかし、反省点として、ムービークラ

ブで作成しているはずのムービーを児

童達に見せることが出来なかった。(増

田) 

 ・日本の遊びなど大勢でできるゲームを

考えるべき。例えばダンスなど。 

・ABCは時間がすぎてしまい児童も帰っ

てしまっていた。→明日謝罪し再予約

をとる。(肥田) 

諸連絡 

・ PUC組は明日は 6時にホテル前集合 

 

文責:松本 



 

 

5 日目 (3 月 2 日) ミーティング記録 

 

議題 

5. 本日のスケジュール 

6. 図書研修 反省 

7. コックチャンでの活動 感想・反

省 

 

14. 本日のスケジュールについて 

本日の活動スケジュール 

8:00 コックチャン到着 あいさつ 

9:00 アイスブレイキング 

11:00 ポストカード作成 

12:00 昼食 

13:00 休憩 

14:00 ポストカード・ガイドブック作

成 

16;00 ポストカード・ガイドブック完

成 

17:00 PUCにてポストカード・ガイド

ブック英訳 

 

 

15. 図書研修 感想について 

 Omiya 小学校ではコミュニティ

を大切にしていた 

 

 

 児童の図書に対して強く興味・関

心を持っていた 

16. コックチャンでの活動 感想・反

省について 

反省 

 アイスブレイキングが準備不足 

 大衆を相手に行える単純な遊

びを一つ考えておく必要があ

る 

 時間不足により奥坂小学校のムー

ビーを見せることができなかった 

 当初、奥坂小学校の児童から

送られた歌とリコーダーのム

ービーを見せる予定だったが

時間不足により見せることが

できなかった 

 事前に話し合いの時間を充分

に設け、詳細まで話し合うべ

きである 

感想 

 PUC との連携をより強固なもの

にすれば J-CAJA 側も活動内容も

細かく把握することができ、活動

の意義も生まれてくるのでは 

 約一年間活動した奥坂小学校・コ

ックチャンでの交流学習がひとま

ず完結し達成感があった 

 

 

文責：増田
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6 日目 (3 月 3 日) ミーティング記録 

 

議題 

1 本日の行程 

2 本日の振り返り 

2.1 Omiya セレモニー 

2.2 Omiya ワークショップ 

2.3 Kiri ワークショップ 

2.4 図書館調査 

3 帰国組からのお言葉 

 

1 本日の行程 

 

2 本日の振り返り 

2.1 Omiya セレモニー 

 図書を導入することで、地域を活

性化し、コミュニティを活性化す

るという、テアロムの考えが表れ

ており、実際に参加することで、

理解が深まった。 

 コミュニティの活性化や、継続を

考えていくなら、さらに保護者を

巻き込む活動が必要になる。保護

者の利用者獲得、保護者同伴で図

書館にくる工夫などを考えて行

き、図書導入を無駄にしない、活

動を模索したい。 

2.2 Omiya ワークショップ 

 セレモニーの参加者である大人

も WS に参加してくれたことも

あり、目的以上の成果があった 

2.3 Kiri ワークショップ 

 やるならやるで、もう少し詰めて

ワークショップを行うべきであ

った。例え三島高校の急なお願い

であっても、引き受けたからには

しっかりこなすことが大事。 

2.4 図書館調査 

 先生やスタッフと一緒に作って

調査項目を、達成すべき目標にす

るなどし、評価する側、される側

でコミュニケーションを取る必

要がある。 

3 帰国組からのお言葉 

角谷 

 ディスカッションとリフレクは

今後の活動を左右する。重要。し

っかり頑張って。 

肥田 

 半年後にしかくることが出来な

い、しっかり今出来ることをする

こと。 

文責：浦野 

7:00 出発 

8:00 Omiya 到着 

8:30 セレモニー開始 

9:30 WS 

11:00 バン移動・昼食・移動 

14:00 Kiri 到着 

14:30 WS、調査 

16:30 終了 

22:30 ミーティング 



 

 

7 日目 (3 月 4 日) ミーティング記録 

議題 

1. 本日のスケジュール確認 

2. 本日の振り返り 

3. ニーズ調査振り返り 

4. ディスカッション振り返り 

5. 諸連絡 

 

1.本日のスケジュール確認 

時間 内容 

8:30 モックネヤック小学校到着 

8:40 パソコンのクラスを見学 

9:00 ニーズ調査開始 

10:30 PUCに到着 

11:30 昼食 

12:30 ディスカッション準備（J-CaJa内） 

14:30 ディスカッション 

17:00 活動終了 

17:30 夕食 

18:30 ホテル着 

20:00 ミーティング 

 

2.本日の振り返り 

＜モックネヤック小学校の情報＞ 

◎人数 

 全校生徒：2483 人 

 全教員：66 人 

◎外国からの支援 

支援は多く、シティエリアにあるため支援が

入りやすい。  

＜コンピューター教室の見学＞ 

◎授業内容 

・タイピングやオフィスを使った基本的な

スキルを身につける。利用できる生徒は

6 年生のみ。しかし、先生は基本的なス

キルしかない。 

◎先生への質問 

学校外で子どもたちがパソコンを使用する 

ことがあるのか？→先生：ない 

 本当に授業で教える必要があるのだろうか？ 

＜ニーズ調査の結果＞ 

◎子どもたちに対して 

質問項目 

  ①「学校はどういう場所であるか」 

  ②「家ではどの程度家事を手伝っている

か」 

  ③「児童は今までに来た外国人見学者を

覚えているか」 

わかったこと・感じたこと 

・質問①が「勉強の場」「知識を得る場」

など似たような回答になった。 

◎先生に対して 

質問項目 

   ①「学校にいる間、児童との会話はどれく

らいあるか」 

   ②「生徒との会話はどのような内容か」 

わかったこと・感じた点 

   ・子どもが学校に来なくなったときは、家

へと訪問して働きかけるようにしている

が家庭訪問を何度もしているわけでは

ない。 

   ・先生は気軽に話しかけれるような存在で

はなく、ほとんどの子どもたちは先生に

話しかけない。 
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＜授業見学＞ 

 ◎授業内容 

  ・児童が二人ずつペアとなり、どちらが早く

音読できるかを競うゲームをしていた。 

 ◎観察していて気付いた点 

   ・家庭の事情により、欠席が 11人もいた。 

   ・クラスに話せない人がおり、手話を使っ

て会話する。 

 

3.ニーズ調査振り返り 

＜子どもたちに対して班(PUC学生曰く)＞ 

  ・質問内容に対してはだいたい Good で、

授業中に調査をするのは OKだという 

   →PUC学生は「支援する方」という視点

があるのではないか？ 

＜先生たちに対して班(PUC学生曰く)＞ 

  ・カントリーサイドというしばりで見てもいい

のではないか？ 

  ・本音を聞き出すのはカンボジア人からみ

ても難しい。→ただこのニーズ調査では

本音が聞けたのではないか。 

4.ディスカッション振り返り 

＜ディスカッション内容共有＞ 

 ◎PUC学生の意見 

 ・子どもたちがドロップアウトする

原因として、個人的な要因と社会

的な要因がある。特に 

「家族」「コミュニティ」「学校」があげられる。 

 →大きな理由として「欠席」を挙げていた。 

   そして、欠席が重なると子どもたちは先生

を恐れたり、授業についていけなくなった

りしてドロップアウトしてしまう。 

・学校を休む要因を探して行くこと

で、ドロップアウトする原因を探れる

のではないか。 

・ドロップアウトの原因が全て「欠席」

に繋がるという考え方 

 ・時間がないのならJ-CaJaメンバ

ーが帰った後でも調査できるように

プロジェクトを立ち上げたらどうかと

いう意見が出た。 

 →もし立ち上げるなら、PUC学生

に対してしっかり意味付けをしない

といけない。 

 

5.諸連絡 

明日の日程確認 

  

時間 内容 

7:00 ホテルロビー集合し、PUC へ 

8:30 PUC 出発 

8:30 Pouk 小学校訪問 

14:30 ディスカッション 

                                        

文責：松本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

8 日目 (3 月 5 日) ミーティング記録 

議題 

8. 本日のスケジュール確認 

9. ニーズ調査の振り返り 

10. ディスカッション振り返り 

11. 諸連絡 

 

17. 本日のスケジュール確認について 

時間 内容 

7:00 ホテルロビー集合し、PUC

へ 

8:00 PUC 出発 

10:00 小学校到着 

 インタビュー 

12:00 小学校出発 

13:00 昼食 

15:30 PUC 到着 

16:00 ディスカッション 

17:00 活動終了 

17:30 夕食 

18:00 ホテル着 

18:30 ミーティング 

 

18. ニーズ調査の振り返りについて 

＜インタビュー＞ 

質問項目：昨日のディスカッションにて改善し

たもの 

・PUC側のニーズ調査をすることに対しての

意味づけが必要。 

・調査される側の学校に対してもメリットが必

要。 

・昨日急遽ニーズ調査のディスカッションを入

れたことで思わぬ形でいい方向に向かってい

る。 

・ニーズ調査に対するプロジェクトまで話がき

ている 

・インタビューを通して事実を色々と断片的に

知れたのは良かったけれど、これから何を読

みとることができるかが問題になってくる。読み

取れるものが少ないのならばもっと質問項目を

変えていく必要がある。 

・ここでモチベートされたメンバーをどう

巻き込めるかが重要。 

19. ディスカッション振り返りについて 

＜ディスカッション内容＞ 

「プロジェクトを運営するにあたって一番重要

なことはなにか」についてのディスカッション 

(ア) self-realization 

(イ) return (benefit, confidence) 

(ウ) contribution to society 

① と③の意見が多かった。 

ゴールはどれも社会貢献であり、自己実現を

するためにプロジェクトを立ち上げることが間

違いというわけではなくファーストステップが違

う。 

･PUC と J-CaJaが一緒に活動していく前に

J-CaJaの考え（社会貢献を目的として活動し

ていること）を知ってほしかったからこのディス

カッションを行って意識をフラットにすることが

できた。 

20. 諸連絡について 

次の日の日程確認 

時間 内容 

7:00 ホテルロビー集合 

7:30 PUC 出発 

8:30 ABC 

14:00 リフレクション 

 

文責：末兼



 

 

9 日目 (3 月 6 日) ミーティング記録 

 

議題 

12. 本日のスケジュール 

13. ABC and rise 訪問 

14. リフレクション 

15. PUC 旧メンバー・J-CAJA ミーテ

ィング 

 

21. 本日のスケジュールについて 

 

22. ABC and rise 訪問について 

 プレゼンテーションの結果交流学

習にとても興味を持っていた 

 特にスカイプミーティングに

興味を示していた 

 コックチャンでの交流学習で作成

したガイドブックを見せたところ

とても関心を持っていた 

 

23. リフレクションについて 

 交流学習に関する意味づけが薄い 

 

 J-CAJA 側の意味づけが曖昧

なためこのような結果になっ

た 

 時間がない、忙しいなどネガティ

ブな意見も出ていた 

 意見はネガティブだが PUC

学生の本音を聞くことができ

たのはよかった 

 新メンバーを巻き込んでディスカ

ッションすることができなかった 

 新メンバー、旧メンバー間の

モチベーションの違いが大き

く見られた 

 年間計画は作成したが成果物とし

ては物足りない 

 

24. PUC 旧メンバー・J-CAJA ミーテ

ィングについて 

 連携を強化したいという割に

Facebook の更新率が低い 

 PUC 学生の中には時間に余裕が

ない人もいるためこなせるタスク

が限られる 

 時間の関係もあり翌日（3月7日）

に再度ミーティングを行う 

 交流学習についてのリクルー

トプレゼンを行い、協同する

PUC 学生を探す 

文責：増田 

 

 

  

7:30 PUC 着 

8:00  ABC 

11:00 ホテル着 

13:00 昼食 

14:30 リフレクション 

17:00 旧メンバーと追加ミーティング 

18:00 ナラ宅にて夕食 
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反省と展望
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 活動を通して、失敗してしまったと思うことや、反省点は何か。またそれら

に対する改善点は？ 

 

＜活動に関する反省点・改善点＞ 

まず始めに活動内容の共有不足が反省点として挙げられた。具体的には、

J-CaJa 紹介プレゼンや WS、小学校調査、図書館評価等の活動の際に、担当者

以外の者が発表・活動内容や活動意義・目的などを理解していないことがあっ

た。そのため、担当者が活動に参加できなかった活動では、臨機応変に対応す

ることが難しくなってしまった問題や、調査や評価での質問項目が理解できな

かった問題が発生した。そこで改善策としては担当以外の者でも企画段階から

全員が当事者意識を持ち、全ての活動内容を把握することが挙げられた。 

次に活動目的の理解不足も挙げられ、ひろしまハウスの訪問や PUC プロジ

ェクトの見学といった活動において、明確な活動目的を設定できなかった。そ

のため、訪問・見学の際に見るべき視点や枠組みが定まらず、質問が出なかっ

たり、メンバーが活動意義を感じられなかったりといった問題が生じた。改善

策としてはスケジュールを早めに作成することで、活動目的が曖昧な活動を日

程に詰め込むといったことを防ぐことができる。また、SV 活動企画段階から

PUC 側と密に連絡を取り議論することで、PUC が主導する活動においても目的

が明確な活動を設定できると考える。 

その次にはスケジュールの把握不足が挙げられた。不規則的なスケジュー

ルの管理を PUC 側に任せてしまっていたため、次の活動の時間を意識しながら

動くことができなかった。そのため、ABCs and Rice 訪問に遅刻してしまった。

そこで、J-CaJa 側にもスケジュール把握の担当を付けるという改善策が出た。 

また、全体を通して新メンバーの加入や旧メンバーとの信頼関係を確認したこ

とで、現地での活動の重要性を再認識した。しかし、今回は相対的に渡航メン

バーが少なく、新メンバーとの関係性の構築に課題が残った。次回は全員渡航

を目指す。 
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＜PUC 側の SV 目的に関する反省点・改善点＞ 

今回の SV では、ほぼ J-CaJa が提案した活動を PUC 側に協力してもらう

形で実施したが、PUC 側の活動意義やメリットが不明瞭であった。今後活動し

ていく中で、双方に活動意義を持たせる必要がある。改善策としては今回土台

を作った PUC との恊働プロジェクトに重きを置いて活動することで、J-CaJa

と PUC が共通の目的の元、活動できる。また、SV 活動企画段階で PUC 側と

密に議論を行うことで、双方にとって意義のある活動を設定できる。 

 

＜リフレクション方法関する反省点・改善点＞ 

Facebook を利用したリフレクションは、当日の振り返りができることや、

活動内容や意見がメンバー間で共有できることなどメリットは見られた。しか

し、一日の振り返りがメンバーの負担になりすぎる点や、コメント蘭の使用が

活発でなかったことなど、課題も見られた。改善策としては引き続き Facebook

を利用するが、書く負担が少なく、議論が活発になるような質問項目を設定す

る。 

 

文責：松本 
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 活動の中で、うまくいったことは何か。そしてそれらはなぜうまくいったの

か、どうこれからにつなげていくのか。 

 

 今回の活動でうまくいった点は２点挙げられる。 

まず１つ目に挙げられるのが一部の活動、ディスカッションやリフレクシ

ョンでいい結果を残すことができたことである。渡航メンバーが少ないにも関

わらず効率的に動くことができ、今回の SV のゴールである「PUC と本気で連

携していくための土台作り」へ限りなく近づくことができた。今後 PUC との関

係において、ターニングポイントとなる SV になったと考える。このような結果

にたどり着くことができたのは、２つの理由があると考えられる。１つ目は事

前にしっかりとしたゴール設定とそのゴールをメンバーが理解し、行動に移す

ことができたためであると考えられる。ゴールに近づくためにディスカッショ

ンやリフレクションでは細かな目標設定ができ、前夜に効果的な準備ができる

こととなった（例：ディスカッション時、必ず伝えなければならないことの英

文作成）。すべきことが明確になっていたのがよかったと考える。２つ目として

は、これまで築き上げてきた PUC との信頼関係によるためのものである。継続

的に渡航することでこちらの意図をすぐに理解してくれる一部 PUC 学生の存

在によりスムーズに進めることができたのである。今までの渡航や PUC を巻き

込んだ活動が実を結ぶ結果となった。 

次に２つ目であるが、活動中の Facebook による日々の振り返りが挙げられ

る。この振り返りを行うことで、各メンバーの思いの内をお互いがすぐに知る

ことができ、気付きや体調の違和感も共有できた。また国内メンバーとの意思

伝達も行うこともできた。理由としては SNS という共有スペースに他のメンバ

ーの意志や意見があり、気軽に閲覧することができたためであると考えられる。

また渡航メンバーが日々のタスクをしっかりこなし、毎日更新していたことも

大きいと考える。今回この振り返りを行い、いい効果を実感しているメンバー

が多いことから、今後 PUC にも共有できるようにし（Facebook 上に少人数グ

ループ作成）、渡航期間中により密な関係生を持つことのできるようにすべきな

のではという案もでている。 

文責：角本 
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写真館
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  ひろしまハウス  
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 図書研修  
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 図書館セレモニー  
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 交流学習  
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 ディスカッション  
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おわりに 

 今回の SV において、準備段階から渡航までを含めた、成果の最たるものは、

関係性の強化であると感じる。 

 J-CaJa のメンバー内での、PUC や EPS と言った連携する団体との関係が、

これまでよりも一層強く、固いものとなり、個人個人での自覚や責任感がメン

バーの中で生まれたのではないかと考える。 

 今後、本プロジェクトを中心となり支えていく者、社会に出る者と、各々の

道は様々ではあるが、J-CaJa としての成果、個人個人での経験、成長を活かし、

より良い社会の実現のために邁進してほしいと思う。 

 本プロジェクト、関係者各位の益々の発展を願い、SV 報告のまとめとしたい。 

 

文責：浦野 

 

 


